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１．認証関係

１）ＩＳＯ９００１ 認証取得

２）ＩＳＯ１４００１認証取得

３）ステンレス協会規格認定品 

ＳＡＳ３２２０６：ナイスジョイント （１３～ ６０Su）

ＳＡＳ３２２２１：ナイスジョイント （７５～１００Su）

ＳＡＳ３２２２９：ナイスジョイント ＮＪ－Ｘ （１３～６０Ｓｕ）

４）日本消防設備安全センター認定品

ＰＪ－１６４－２号：ナイスジョイント （２０～６０Ｓｕ）

ＰＪ－１６４－３号：ナイスジョイント NJ-X （２０～６０Ｓｕ）

ＰＪ－１６４－４号：ナイスジョイント NJ-X （２０～６０Ｓｕ）

ＰＪ－１７２－１号：ナイスジョイント （７５～１００Ｓｕ）

ＰＪ－２８１－１号：ナイスジョイント （７５～１００Ｓｕ）

ＰＪ－１７１－１号：テーパソケット （６５～１００Ａ）
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２．拡管式構造 １３～１００Ｓｕ

特徴：ラチェットナット締め込み忘れ防止機構(インジケータ)
特徴：緩み止め機構(アンチローテーションテクノロジー)

※拡管しないと気密、抜け阻止は出来ません！

１）１３～６０Ｓｕ
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拡管式管継手（ナイスジョイント ＮＪ－Ｘ）１３～６０Ｓｕ

NJ-X 90°エルボ

90°エルボ

ルーズストッパー

ゴムパッキン

ラチェットナット
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３０～５０％軽量化とコストダウンを実現しました。(Ｆ式フランジと比較)

１．現場で拡管作業などの施工ができ、アイソメ図が不要なので手間が省けます。

２．拡管式は火を使用しないので改修工事に便利です。

３．軽く漏れにくくなったので作業性が上がります。(シール部はゴムパッキン)

８０Ｓｕ、１００Ｓｕはフランジ部のボルトが８本→４本となり作業性が上がります。

ボルト締め込み時に供回りしないように片方に回り止めを付けました。

４．現場溶接は不要で溶接管理不備による腐食は避けられます。

５．蒸気・蒸気還管・高温水用のゴムパッキンもあり高温排水の配管にも使用できます。

２）７５～１００Ｓｕ（フランジタイプ）
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拡管式管継手（ナイスジョイント）７５～１００Ｓｕ

90°エルボ

90°エルボ

六角ボルト

ゴムパッキン

フランジ

六角ナット

90°エルボ

六角ボルト 径違いアダプタ

六角ナット

ゴムパッキン

ゴムパッキン

ラチェットナット

径違いエルボ① 径違いエルボ②

径違いスペーサー

六角ナット

ゴムパッキン

ゴムパッキン

径違いフランジ

六角ボルト

90°エルボ
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拡管式管継手（ナイスジョイント）７５～１００Ｓｕ

チー

チー

六角ボルト

ゴムパッキン

フランジ

六角ナット

径違いチー②

六角ボルト

ゴムパッキン

径違いスペーサー

径違いフランジ

ゴムパッキン

六角ナット

チー

径違いチー①

チー

六角ボルト

ゴムパッキン

径違いアダプタ

六角ナット

ゴムパッキン

ラチェットナット
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拡管式管継手（ナイスジョイント）７５～１００Ｓｕ

径違いソケット②

ソケット

ソケット用フランジ

六角ボルト

ソケット

ゴムパッキン

フランジ

六角ナット

径違いソケット①

ソケット用フランジ

六角ボルト

ソケット

ゴムパッキン

径違いアダプタ

六角ナット

ラチェットナット

ゴムパッキン

ソケット用フランジ

六角ボルト ゴムパッキン

径違いスペーサー

六角ナット

径違いフランジ

ゴムパッキン

ソケット
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１）使用範囲
給水・給湯・冷却水・冷温水・エア・蒸気・蒸気還管・高温水・消火配管に使用でき、適用可能な

水質は、配管システムのための水質基準（ステンレス協会「建築用ステンレス配管マニュアル」）

を参考にしてください。

（ＳＵＳ３０４とＳＵＳ３１６の使用区分はナイスジョイント NJ-X 施工マニュアルをご確認ください）

  ２）温度、最高使用圧力、流速 
温度 標準品：－１５℃～１００℃（ＨＮＢＲ使用の場合）

 ※８０℃以上の高温水は、ＮＪＳＲ特殊ふっ素ゴムを推奨いたします。

特殊品：ＭＡＸ１８０℃（ＮＪＳＲ使用の場合）

 ※ナイスジョイントボールバルブは１５０℃まで使用可能となります。

（ＮＪＸ－６７０ゲートバルブは使用不可）

 ※使用できる製作品種は総合価格表の蒸気・蒸気還管・高温水用ナイスジョイント

定価表をご確認ください。

 ※絶縁ユニオンの耐熱温度は、

ＮＪＸＩＵ－Ｓ（ＳＧＰ＆ＳＵＳ用）が１００℃、

ＮＪＸＩＵ－Ｖ（ＳＧＰ－ＶＡ＆ＳＵＳ用）が４０℃、

ＮＪＸＩＵ－Ｈ（ＳＧＰ－ＨＶＡ＆ＳＵＳ用）が８５℃です。

最高使用圧力 ２．０ＭＰａ（エア使用時は１．０ＭＰａ未満）

※一部１．０ＭＰａの製品があります。製品カタログ寸法表の（１０Ｋ）（２０Ｋ）を

 ご確認ください。

流速 ３．５ｍ／ｓ以下（キャビテーションを考慮してください）

３．仕様
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３）継手・バルブの材質（絶縁ユニオンは除く）

ＪＩＳ Ｇ ５１２１ ステンレス鋼鋳鋼品 ＳＣＳ１３、 ＳＣＳ１４

ＪＩＳ Ｇ ４３０３ ステンレス鋼棒   ＳＵＳ３０４、ＳＵＳ３１６

※ＳＣＳ１４（ＳＵＳ３１６）の製作品種は製品カタログをご確認ください。

４）ゴムパッキンの材質
標準品：ＨＮＢＲ（水素化ニトリルゴム）[ＩＳＯ規格番号１６２９]

特殊品：ＮＪＳＲ（特殊ふっ素ゴム）

５）パイプの適用範囲
一般配管用ステンレス鋼鋼管 ＪＩＳ Ｇ ３４４８

水道用ステンレス鋼鋼管 ＪＷＷＡ Ｇ １１５

６）脱脂洗浄品
ナイスジョイント継手・バルブの洗浄品を別途製作しています。

一部脱脂洗浄を行っていない製品があります。お問い合わせください。
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７）ナイスジョイントの耐用年数(寿命推定)

• 阪神・淡路大震災、東日本大震災、熊本地震の震災時は病院、ホテル、大学、銀行、ゴミ処理場など
各地域の採用場所に出向き、安全な事を確認しています。

• 配管に加速度2,000ガルを与え、マグニチュード8相当に耐えうることを確認しています。
• NJSR(特殊ふっ素ゴム)は超純水浸せき試験を実施しています。参考資料：スライド番号81～84

【注】ナイスジョイントの耐用年数(寿命推定)は保証期間ではありませんので、ご注意ください。
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４．特長
１．衛生的です。

鉄の腐食による赤水、銅イオン溶出による青水などの発生がないステンレス鋼製です。

２．軽量なので運搬や施工が楽に行えます。

耐食性が優れているため「腐食代」をとる必要がなく、また強度が高いため薄肉化が可能で、重量は炭素

鋼鋼管の約１／３で運搬および施工が楽です。

３．拡管作業がスピーディーです。

ねじ切り作業と比べると非常に短時間に加工ができます。

４．拡管式は独自の構造です。

１）引張・曲げ・耐震などに対して丈夫に設計しており、レイアウトの変更など継手の分解再利用が可能です。

２）ラチェットナットの締め込み状態が目視で確認でき、ラチェットナットの締め忘れ防止付きです。

３）パイプのすっぽ抜けがなく安心です。

※パイプを凸型に拡管し、ラチェットナットを抜け止めとしています。

４）拡管することでパイプの公差などが修正でき、ゴムパッキンの圧縮率などが均一な状態となります。

※パイプの公差は１％程度あり、管の大小が多少あります。

※拡管することで０．２ｍｍ以下に修正できます。また、多少の楕円の歪みも修正可能です。

５．火気・油類を使用せず施工でき安全です。

火気を使わず改修工事なども安全に作業が出来ます。また、油を使用しないので洗浄が大幅に

削減できます。

６．ステンレス鋼は環境にやさしく、長寿命で経済的です。

リサイクルに最も適した素材で、耐用年数(寿命推定)は建物の寿命に最も近い配管で長寿命です。
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５．特殊品の紹介

※受注生産品です。納期などはお問い合わせください。
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①試験方法

 管継手本体に０．６ＭＰａの空気圧を加え５秒間保持したとき、漏れ、破壊、その他

 の異常がない事を調べる。

②試験結果

 各呼び径とも継手本体からの漏れ、破壊、その他の異常は認められない。

１）胴の気密試験(ＳＡＳ３２２試験)

６．試験
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①試験方法

 長さ２５０ｍｍ以上の管の両端に管継手を接合し、真空ポンプにより－９６ｋＰａ 

 に減圧し、２分間保持したとき、空気の吸い込み、その他の異常がない事を調べる。

②試験結果

 各呼び径とも接合部からの空気の吸い込み、その他の異常は認められない。

 参考：－９６ｋＰａ（ＳＩ単位）＝(－７２０ｍｍＨｇ＝－４０Ｔｏｒｒ）

２）負圧試験(ＳＡＳ３２２試験）
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Ｐ：水圧ポンプ

 Ｇ：圧力計

ＴＰ：試験片

 Ｖ：バルブ

②試験結果

 各呼び径とも接続部からの漏れ、破壊、抜け、その他の異常は認められない。

３）水圧試験（ＳＡＳ３２２試験）

①試験方法

 長さ２５０ｍｍ以上の管の両端に管継手を接合して内部に空気が残らないように

 水を満たし、呼び圧力１０Ｋの場合は２．５ＭＰａ、２０Ｋの場合は３．５ＭＰａの水圧

 を加え２分間以上保持したとき、漏れ、破壊、抜け、その他の異常がない事を確認

 する。
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②試験結果
 13～60Suにおいて全て規格値以上の結果となった。

４）引抜試験（ＳＡＳ３２２試験）
①試験方法

 管継手に長さ２５０ｍｍ以上の管を接続し、さらに両端部に引張試験治具を接続 

 して、空気圧０．２ＭＰａを封入し、２ｍｍ／ｍｉｎの引張速度で管を引き抜き、空気 

 が漏れるまでの最大荷重を測定する。

17

[kN]

測定値 SAS322規格値

13Su 6.0 2.2

20Su 10.2 3.8

25Su 12.2 4.9

30Su 17.0 7.0

40Su 17.8 8.8

50Su 19.8 10.1

60Su 31.1 15.8

引抜阻止力サイズ

[Su]



①試験方法

 管継手に管を接続して、図のように振動機に取り付け、表の振動条件で

 １，０００，０００回振動を与えたとき、漏れ、その他の異常がない事を確認する。

②試験結果

 各呼び径とも振動により、漏れ、その他の異常は認められない。

５）振動試験（ＳＡＳ３２２試験）

以下以下

曲げ角度＝±０．２９°
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①試験方法

 各呼び径の継手を図のように配管し、温度８０℃以上の温水及び常温の冷水を

 １０分ごとに１，０００サイクル交互に通水した後常温にして、呼び圧力１０Kの場合

 は２．５ＭＰａ、２０Kの場合は３．５ＭＰａの水圧を加え、漏れ、その他の異常がない

 事を確認する。

②試験結果

 １３～６０Ｓｕ及び７５～１００Ｓｕ各呼び径ともＡ、Ｂ、Ｃの継手に漏れ、ナット及び

 フランジの緩み等の異常は認められない。

＜過去＞ 

 １３～６０Ｓｕ：１９８７年１０月から１９９２年８月まで１００，０００回実施、合格。

 ７５～１００Ｓｕ：２００９年１０月に２，２００回実施、合格。

６）冷温水サイクル試験（ＳＡＳ３２２試験）

冷温水サイクル試験概要図
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①試験方法

 管継手に長さ２５０ｍｍ以上の管を接続し、内部に水を満たした後、０ＭＰａから

 表に示す圧力まで昇圧した後０ＭＰａへ減圧する操作を４〜１０秒間１サイクルと

 して、１０，０００サイクルの内圧繰返しを加えたとき、漏れ、その他異常がない事を

 確認する。

②試験結果

 各呼び径とも漏れ、抜け等の異常は認められない。

７）内圧繰返し試験（ＳＡＳ３２２試験）
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①試験方法 

 管を管継手に接合し、下記条件で腐食試験を行ったとき、管継手又は管に有害な 

 孔食、すき間腐食又は応力腐食割れ等がない事を確認する。

  試験溶液：ＪＩＳ Ｋ ８１５０に規定する塩化ナトリウム（試薬）の特級品を蒸留水

又は脱イオン水に溶解し、塩化物イオン（Cℓ−）濃度２００ ± ２０ｍｇ／ℓ

に調整する。

試験温度：８０±２℃

試験期間：３０日、ただし試験溶液の交換は１５日ごとに行う。

②試験結果

 孔食、すき間腐食、応力腐食割れ等の欠陥は認められない。

８）腐食試験（ＳＡＳ３２２試験）
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①試験方法

 図に示す装置に管継手と管を接合した供試材に水道水を適量入れ、恒温槽内にて

 加熱する。管内温度が常時表１の ｔ１ になるように槽内温度 ｔ２ をコントロールする。

 表１に示すいずれかの試験条件により加熱試験した供試材を恒温槽から取り出し、 

 常温まで冷却した後、０．０２ＭＰａの水圧を加え、２分間保持する。さらに呼び圧力

 １０Kの場合は１．０ＭＰａ、２０Kの場合は２．０ＭＰａの水圧を加え、２分間保持したと

 き、漏れ、その他の異常がない事を確認する。

９）実体による促進劣化試験（ＳＡＳ３２２試験）

②試験結果

 表１の条件Ｃ（１５０±２℃で１１５日）でゴムパッキンＨＮＢＲ・ＮＪＳＲ、

 また条件Ｆ（１８０±２℃で２２９日）でゴムパッキンＮＪＳＲを試験した結果、

 漏れ、その他の異常は認められない。
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①試験方法

 浸出性能試験はＪＩＳ Ｓ ３２００－７（水道用器具－浸出性能試験方法）によって、

 本継手が水質に悪影響を及ぼさない事を確認する。

②試験結果

 試験をした結果、判定基準内であり適合している。

１０）浸出性能試験（ＳＡＳ３２２試験）
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１１）ナイスジョイント水圧曲げ試験（社内試験）

①試験方法

ソケットの両端に長さ６００ｍｍの

 管を接続し、写真の要領で水圧 

 ポンプにより試料に１．７５ＭＰａの

 水圧を加えながら、万能試験機で

 試料の中央部に荷重を加え接続

 部から漏れ始める角度、及び荷重

 を測定する。

②試験結果

サイズ [Su] 曲げ角度 [°] 荷重 [kN]

13Su 25.4 0.3

20Su 17.8 0.5

25Su 11.8 0.7

30Su 7.7 1.1

40Su 8.3 1.5

50Su 8.7 1.9

60Su 9.3 3.6
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１２）ナイスジョイント捻り試験（社内試験）
①目的

 この試験は、冷温水サイクル等によるパイプの伸縮で継手部に生じる捻りにより

 ゴムパッキンの摩耗、ナットの緩みがどの様になるか確認する。

②試験方法

 試料に１．７５MPaの水圧を加えながらθ=２°の捻り角度を５００，０００ 回繰り返

 し与え、漏れ及びナットの緩み等異常の有無を確認する。

③試験結果

 ５００，０００回の捻り試験の結果は、接続箇所からの漏れ及びナットの緩みは

 確認されなかった。また、試験後分解してパッキンの摩耗等について目視確認

 した結果、摩耗等の異常は認められない。

試験概要図

25
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１３）ナイスジョイント耐震試験（マグニチュード8相当の社内試験）

項　　　目 条　　　件
水 圧 ２．４５ＭＰａ
振 動 幅 ±１２．５ｍｍ
振 動 数 ４回／秒
試 験 時 間 ９０秒
加 速 度 ７８９Ｇａｌ

①試験目的

 ナイスジョイントの配管に加速度約８００Ｇａｌを与えた場合、どのような状態になるか

 確認した。

②試験方法

 イ）継手に長さ５００ｍｍ以上の管を接続し、図１に示す試験装置で下記の条件で

 振動を与える。

図１ 耐震試験装置


Sheet2

		

						項　　　目 コウメ		条　　　件 ジョウケン

						水　圧 ミズアツ		２．４５ＭＰａ

						振動幅 シンドウハバ		±１２．５ｍｍ

						振動数 シンドウスウ		４回／秒 カイビョウ

						試験時間 シケンジカン		９０秒 ビョウ

						加速度 カソクド		７８９Ｇａｌ

										呼び径(Su) ヨケイ		異常の有無 イジョウウム

										20		漏れ、緩み、その他異常なし モユルタイジョウ

										50		漏れ、緩み、その他異常なし モユルタイジョウ





Sheet3
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ロ）設定条件

耐震支持間隔は２，０００ｍｍとし、層間変位１／１００とする場合の強制変位量

は±２０ｍｍとなる。試験支持間隔５００ｍｍの場合には、強制変位量は

±５ｍｍとなるが安全率を２．５倍とし、±１２．５ｍｍの振動を与えての

試験とした。加速度は８００Ｇａｌとする。

(設計基準加速度３００Ｇａｌの２．６７倍)

写真１（２０Ｓｕ） 写真２（５０Ｓｕ）



呼び径
（Ｓｕ）

異常の有無

２０ 漏れ、緩み、その他異常なし
５０ 漏れ、緩み、その他異常なし

③試験結果

④考察

 今回、加速度８００Ｇａｌで耐震試験を実施した。漏れ、緩み、その他の異常はなく、

 試験後の継手とパイプの状態も変形等の異常は無かった。

写真３（２０Ｓｕ） 写真４（５０Ｓｕ）

写真５ 写真６
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						項目 コウモク		条件 ジョウケン

						水圧 スイアツ		2.45MPa

						振動幅 シンドウハバ		±12.5mm

						振動数 シンドウスウ		4回／秒 カイビョウ

						試験時間 シケンジカン		90秒 ビョウ

						加速度 カソクド		789gal

										呼び径
（Ｓｕ） ヨケイ		異常の有無 イジョウウム

										２０		漏れ、緩み、その他異常なし モユルタイジョウ

										５０		漏れ、緩み、その他異常なし モユルタイジョウ





Sheet3

		







１．振動試験関係の履歴

①ＳＡＳ３２２試験要項にて行う。

 曲げ角度＝±０．２９°

②加速度８００Ｇａｌを与える耐震試験を実施しています。

 層間変位１／１００を想定した振動試験により耐震性を確認

 曲げ角度＝±１．４３°加速度＝約８００Ｇａｌ

③２００８年３月に独立行政法人防災科学技術研究所兵庫耐震工学研究センター

 （Ｅ－ディフェンス）にて高層鋼構造建物の耐震試験に５０Ｓｕを立管、２５Ｓｕを

 横引き管に用い耐震試験を実施した。

①～③の試験結果：配管の漏れ無し。継手に異常無し。

２．実験場所

ナイスジョイントを配管し、単独での試験を実施いたしました。

振動試験実験の機関：愛知工業大学 耐震実験センター

 愛知県豊田市八草町八千草１２４７

１４）２００８年ナイスジョイント耐震試験 加速度８００Ｇａｌ
（愛知工業大学 耐震実験センター）
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３．試験概要

１）配管はＥ－ディフェンス時の配管に類似させる。

２）サイズは１００Ｓｕ×５０Ｓｕ、５０Ｓｕ×２０Ｓｕ、（縦管）×（横管）とする。

３）共振試験、層間変位１／５０の耐震試験を実施する。

４）試験片には水圧２．０ＭＰａを封入し、漏れ及び継手の状況を確認する。

①スイープ試験

 物体に振動（周波数）を加えた場合、ある周波数で大きく揺れる箇所（共振点

 または共振周波数）がある。つまり当該ＮＪが最も激しく揺れる周波数です。

 その周波数を探る。

②共振試験（加速度８００Ｇａｌ）

 スイープ試験で求めた共振周波数で３０秒間加震する。

③層間変位１／５０の耐震試験（加速度８００Ｇａｌ）

 層間変位１／５０の振動で３０秒間加震する。

（試験片が２，８００ｍｍに対し５６ｍｍの変化を与える）
「参考」
関東大震災 （１９２３年） Ｍ７．９ 震度６ 加速度３００～４００Ｇａｌ

新耐震基準（１９８１年）の基礎データ
阪神淡路大震災（１９９５年） Ｍ７．３ 震度６ 加速度６００～８００Ｇａｌ
東日本大震災  （２０１１年） Ｍ９．０ 震度６強～７ 最大加速度２９３３Ｇａｌ（第一原発４４６Ｇａｌ）
大地震動（震度６強～７）では３００～４００Ｇａｌで倒壊、破壊しないこと。
（層間変位１／１００～１／５０）
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４．試験環境

日本最大級の産官学共同利用実験施設として１９９８年度に文部科学省私立

大学ハイテクリサーチセンター構想の下に設立されました。

研究内容：愛工大研究報告４６号（２０１１年３月発行 研究報告より）

局部座屈が生じた円形断面鋼製橋脚の補修方法に関する実験研究

  水平２方向地震力を受けるコンクリート充填正方形断面鋼製

橋脚の耐震性能に関する実験的研究
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５．試験写真

NJ90E 50Su

NJ90E 20Su

NJLRT 100Su×50Su

NJRT 50Su×20Su
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６．層間変位１／５０試験動画

５６ｍｍの変位（＝加速度８００Ｇａｌ）を３０秒間与えた。

試験結果：配管に漏れ無し。 継手に異常無し。
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１５）２０１６年ナイスジョイント耐震試験 加速度２０００Ｇａｌ
（愛知工業大学 耐震実験センター）

１．試験条件

①加速度２０００Ｇａｌ

②層間変位１／５０

③加耐時間３０秒

④繰り返し回数１０回

 試験サイズは１００Ｓｕ×５０Ｓｕ、７５Ｓｕ×５０Ｓｕ、５０Ｓｕ×２０Ｓｕ

 （縦管）×（横管）とする。

２．２ＭＰａの水圧を加えた状態で加震し、漏れ及び継手の状況を確認する。
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３．２０１６年熊本地震の地震波による加震試験

４．結果

配管に漏れ無し、継手に異常無し。

３０秒間の加震を１０回繰り返す。
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７．施工関係
１）拡管機（ナイスジョイント専用の拡管機です)

警告：ナイスジョイント以外のメカニカル継手に使用すると不具合が発生します
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７．施工関係
１）拡管機（ナイスジョイント専用の拡管機です)

警告：ナイスジョイント以外のメカニカル継手に使用すると不具合が発生します

２）ナイスレンチ（５０・６０Ｓｕ専用)
ナイスジョイントシリーズ専用締め付け工具(ラチェット

レンチ)を使用することで締め付け作業効率がアップし

ます。
長さ：６００Ｌ
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３）パイプの切断と返り取り

〇バンドソーなどでパイプを必要寸法に対し直角に切断してください。

〇面取機、ヤスリ、リーマを使用して内面と外面の返りをきれいに取り除いてください。

●パイプカッターは内径が小さくなるので

 使用しないでください。

●斜め・段差切りにならないよう注意してください。

●返り取りが不十分な場合、ゴムパッキン又は

   拡管ゴムが損傷し漏れの原因となります。

ステンレス鋼鋼管用切断機 ステンレス鋼鋼管用面取機
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４）アタッチメントのセット

〇アタッチメントをシリンダーへ確実にセットしてください。

〇スペーサーは付属スパナで確実に締め付けます。

〇ヨークはシリンダーの切り欠きにピンを合わせます。

〇ガイドロッドに拡管ゴム・バックアップリングを装着し付属ハンドルで

 確実に締め付けてください。

（拡管ゴムはガイドロッドとバックアップリングに挟んだ状態で装着。）
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５）ラチェットナットとパイプのセット

〇使用する継手のラチェットナットからアブソーバーを取り外してください。

(取り外したアブソーバーは可燃ごみで廃棄してください。)

〇ラチェットナットをヨークへ手締めで奥までねじ込みます。

〇パイプをガイドロッドに挿入し確認穴でヨークに密着したことを確認してください。

●ラチェットナットの手締め不足は拡管不足となるので注意してください。

●パイプの差し込み不足は配管の曲がりや漏れの原因となります。

40

パイプを奥まで差し込む



【ＮＥ３型】

カチカチと音がして２～３秒レバーを保持して

ください。拡管が完了していますのでリリース

レバーを押してください。

６）拡管作業

【ＮＥ４型】

昇圧音が変わり、油圧ホースが張ってから

２～３秒スイッチを保持してください。

〇スイッチ又はレバーを押してください。（下記、型式毎の作業に従ってください。）

【ＮＥ３００型】

起動スイッチを作動し保持してください。

オートリターンにて拡管完了です。
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【ＮＥ５Ｗ型】

ランプとブザーが作動して２～３秒スイッチを

保持してください。

〇パイプの拡管が終了したらラチェットナットをパイプレンチなどで外してください。

 （拡管パイプ取り外しの際に外れにくい場合はパイプを軽くたたいて取り外して

 ください。）

●ラチェットナットは複数回使用しないでください。

【ＮＥ５００型】

ワンプッシュしてください。自動で昇圧（拡管）、

拡管完了後ガイドロッドが復帰します。

【ＮＥ５型】

ランプとブザーが作動して２～３秒スイッチを

保持してください。
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７）拡管部の確認

〇付属の限界ゲージで拡管部の山が止まることを確認してください。

（拡管部の測定はパイプのビード部以外で行ってください。）

〇確認はアタッチメント交換時又は拡管５０回毎に１回程度実施してください。

（ＮＥ５００型は拡管回数カウンターの表示を確認目安としてください。

アタッチメントまたは拡管ゴム交換時には拡管回数カウンターをリセット

してください。）

〇拡管ゴムは消耗品です。

（拡管ゴムの交換目安は使用するサイズや環境により多少異なります。）

●止まりで通過するパイプは漏れの原因となるので使用しないでください。

●パイプによっては拡管部が割れる可能性があります。拡管部に割れが

   無いかご確認ください。 43



８）継手の確認

〇継手本体にゴムパッキンが入っているか確認してください。

 万が一交換する時はゴムパッキンの向きに注意してください。

〇ルーズストッパーが継手の奥まで入っていることを確認してください。

〇パイプを継手に挿入する際には継手に対してまっすぐ挿入してください。

●ゴムパッキンを逆向きにセットしないでください。

●パイプ挿入時にゴムパッキンが噛み込まないよう注意してください。
ルーズストッパー

ゴムパッキン

パイプ

拡管部

ラチェットナット
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９）ラチェットナットの締め込み
〇ラチェットナットをそれ以上締まらなくなるまで締め付けてください。

〇この時ルーズストッパーがラチェットナットに隠れます。トルク管理は不要です。

〇締め込み後必ず目視の確認を行ってください。

〇確認後マーキングやシール等で必ず印を付けてください。

〇継手、バルブの角度を調整する場合は本締めの後に行ってください。

●本締め後もルーズストッパーが隠れていない場合は、拡管形状(拡管不良)、

 支持・固定(据付状況)、配管寸法(長短)をご確認ください。

●ラチェットナットの締め込み不足は漏れの原因となります。

●不十分な締め込みでパイプを回転させるとゴムパッキンがねじれ、漏れの原因

 となります。

【使用するパイプレンチの目安】

１３・２０Ｓｕ ２５０ｍｍ以上 ２５・３０・４０Ｓｕ ４５０ｍｍ以上 ５０・６０Ｓｕ ６００ｍｍ以上

本締め 手締め
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【ナイスレンチについて（５０・６０Ｓｕ）】

ラチェットナットにぴったりフィットし２点のクロウによるラチェット機構で

締め込みができる専用締め付け工具をご用意しておりますのでお気軽に

お問い合わせください。

９）ラチェットナットの締め込み

ナイスレンチ（50・60Su）

A
B

A B
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増締め確認票シール

確認済シール及び増締め確認票シールのご用命は弊社担当へご連絡ください。

確認済シール

１０）増締め（本締め）確認の事例

確認済シール例１ 確認済シール例２

マーキング例

※メータBOXに使用してください。
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拡管式管継手（ナイスジョイント） 呼び径：７５～１００Ｓｕ

ＳＡＳ３２２２１

拡管機 ＮＥ７型 継手写真

フランジ
（ＮＪＬＮＦ）

ソケット用フランジ
（ＮＪＬＳＦ）

回り止め（無） 回り止め（有）
回り止め（有）
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拡管式管継手（ナイスジョイント）呼び径：７５～１００Ｓｕ作業手順写真 Ｎｏ．１／５
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拡管式管継手（ナイスジョイント）呼び径：７５～１００Ｓｕ作業手順写真 Ｎｏ．２／５
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壁貫通にご使用ください

最小穴径（ｍｍ）

７５Ｓｕ １０３

８０Ｓｕ １１６

１００Ｓｕ １４７

拡管式管継手（ナイスジョイント）呼び径：７５～１００Ｓｕ作業手順写真 Ｎｏ．３／５「貫通フランジ」
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拡管式管継手（ナイスジョイント）呼び径：７５～１００Ｓｕ作業手順写真 Ｎｏ．４／５「Ｆ式フランジ」
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Ｆ式フランジ組み立て図

ウエハー式のバタ弁も取り付けできます

拡管式管継手（ナイスジョイント）呼び径：７５～１００Ｓｕ作業手順写真 Ｎｏ．５／５「Ｆ式フランジ」
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技能講習修了者証(ヘルメット貼付用)

１）ナイスジョイント施工説明を実施しています。

   技能講習修了証、技能講習修了者証を発行いたします。

 ①施工マニュアル、作業手順等で実施しています。

 ②施工が初めての方は必ず施工説明を受講してください。

 ③申し込みはご購入の販売店様に依頼されますようお願いいたします。

技能講習修了証(カード)

２）技能講習修了証・技能講習修了者証

８．技能講習及び修了証
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1）拡管式管継手（ナイスジョイントNJ-X） 呼び径：１３～６０Ｓｕ

ＳＡＳ３２２２９

９．施工例
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2）拡管式管継手（ナイスジョイント） 呼び径：７５～１００Ｓｕ

ＳＡＳ３２２２１

56



クロスコネクション対策用カラーリング(継手用)とバルブカラーハンドルを

組み合わせることで、配管の種別を識別できます。

3）モデル配管 クロスコネクション対策

メカニカル形ゲート弁

メカニカル形ボール弁

カラーリング
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4）ナイスジョイント採用現場
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１）異種金属との接続

①絶縁スリーブ・ワッシャーによる

 フランジ接合

②絶縁ユニオンの接続例

１０．ステンレス配管の注意点

ライニング鋼管とステンレス鋼の絶縁

絶縁ワッシャー 絶縁スリーブ

ワッシャー
ガスケット

ステンレス鋼鋼管ライニング鋼管

フランジ
ライニング鋼管

ユニオンねじ

ユニオンナット ガスケット

絶縁リング

ナイスジョイント NJ-Xナイスジョイント NJ-X
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２）ステンレス配管のテスト

①テストプラグの使用時

○ ステンレス製、樹脂製を使用する

× 鋼製、アルミ製は腐食する可能性が高い

ステンレス鋼鋼管にはステンレス以外の金属製プラグは使用しない

ねじ部のシールはステンレス用のシール材かシールテープをご使用ください。

プラグ
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②ナイスジョイント NJ-X専用 テスト用キャップ・テスト用ブッシュ使用時

配管検査時にご使用ください。

配管端末の継手からラチェットナットを取り外し、テスト用キャップ又は

テスト用ブッシュを取り付けます。

配管検査完了後はテスト用キャップ又はテスト用ブッシュを取り外し、

施工してください。

●テスト用キャップは繰り返し使用可能ですが、傷などにより漏れが発生

 した場合は新品への交換をお願いいたします。

２）ステンレス配管のテスト

テスト用キャップ テスト用ブッシュ
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３）配管の支持金具

吊り金具、Ｕボルトなどの材質は

○ 樹脂ライニングの金具を使用する

× 鋼管用、銅管用（ゴムライニング)

ステンレス鋼鋼管に直接金属が当たらないように注意してください。

躯体からの電流を防ぐ目的で樹脂コーティングの物をご使用ください。
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４）コンクリート埋設

コンクリートとは収縮や伸びが違うので注意

○ 緩衝材、保温材などで被覆する

× 直接埋設すると配管の不具合につながる

ステンレス鋼鋼管が温度で伸縮するので注意してください。
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５）溶接見本

①溶接作業は、原則として工場で行う。オーステナイト系（ＳＵＳ３０４、ＳＵＳ３１６、

 ＳＵＳ３１５Ｊ１・Ｊ２）を現場溶接する場合は、不活性ガスのアルゴンガスあるいは

   窒素ガスでバックシールドして、ＴＩＧ自動円周溶接機を使った自動溶接とする。

 図の溶接Ａ以上とする。

②内面の酸化スケールが多い（溶接Ｂ）だと耐食性が低下し水質により腐食が起こ  

 りやすくなる。
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６）パイプレンチの位置

○ 接続側を持って締める

× 反対側を持って締めると、ねじの歪み・バルブの歪みが発生する
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７）フランジのボルト締め順序

○ ①→②→③の順番に締める

× 片締めすると漏れる

写真はＦ式フランジです
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８）ふっ素樹脂ジャケットガスケットの取扱い

○ このまま使用する

× テフロンを取らない
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９）その他の注意点

①土中埋設の注意点

埋設配管にはＳＵＳ３１６による施工を推奨する。ＳＵＳ３０４にて施工の場合は、

必ず防食テープを１／２重ね１回巻きするか、ポリエチレンスリーブ等で配管を

被覆してください。土壌の状態が不明な場合は土壌調査を行ってください。

②水質確認を実施する

井水を使用する場合や、次亜塩素酸ソーダ等による薬注をする場合は、過去に

水質によるトラブル事例もあるので必ず水質確認を実施してください。材質の選

定が不明な場合は水質調査後お問い合わせください。

ステンレス配管の耐食性は、主に温度・ｐＨ・残留塩素・塩化物イオン・Ｍアルカ

リ度・硫酸イオン等に影響されます。

特にｐＨが５以下（酸性の温泉水など）の場合、ＳＵＳ３０４・ＳＵＳ３１６は腐食の

可能性があります。
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１１．クレームの傾向と対策（ナイスジョイント）

69

品種 内容 要因

継手

袋ナットの
締め込み不足

本体端面と袋ナットのつばが密着
するまで締め付けられていない

ゴムパッキン
噛み込み

パイプ挿入時にゴムパッキンが
噛み込んだ
ゴムパッキンの抜けが原因
(構造の不備)

締めすぎることはありませんので、規定のパイプレンチ
でそれ以上締まらなくなるまで締め込んでください。
50・60Suは専用締め付け工具 (ナイスレンチ) も
ご用意しております。
締め込み不足は、袋ナットと継手端面の間に隙間が
でき、継手に温度が加わった場合ゴムパッキンが
膨張し、袋ナットと継手端面の隙間にゴムパッキンが
逃げ出し、漏れが発生。
施工要領書の変更、作業区分に締め込みの注意を
促す「袋ナットの締め込み」を追加。

ゴムパッキンが完全に装着されていることを確認して
ください。
両サイドから配管を行い、無理な力をかけ継手の
横からパイプを挿入しないでください。
継手部にパイプを斜めに挿入すると、パッキンが
噛み込みやすくなりますので、軸芯をほぼ合わせて
挿入してください。
ゴムパッキンの脱落防止加工を追加した。改善後は
抜けにくくなった。通常作業ではパッキンは落ちません。
取り替えなどの交換時には、方向に注意してください。

①

②

③

①

②

工具のセットを確実にする。
(拡管機本体にも表示しています)
拡管ゴムが摩耗し、限界ゲージで拡管量を確認し、
止まりが通れば拡管ゴムを取り替えてください。

対策及び注意点

①

②

③

④

①

②

パイプのバリで
ゴムパッキンに傷

パイプのバリ除去不足 切断面にできたバリは、面取機、リーマ、ヤスリ等で
内・外面共きれいに取り除いてください。
ステンレス鋼鋼管用切断機をご用意しております。

拡管不足

拡管作業の手順間違い
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品種 内容 要因

２００２年５月に１台発生。原因は鋳物の欠け。
社内分全数確認実施。
金型寸法を一部修正し、鋳物欠け対策を実施。

①

②

グランドナットの増し締め。
グランドパッキンの交換。

①
②

継手

配管凍結による
脱管

凍結による水の膨張力による脱管 配管の水抜きをする。
保温材で凍結を防止する。
凍結防止ヒータ(+保温等)を巻いて凍結を防ぐ。

①
②
③

水質の改善 (塩化物イオン、残留塩素、Mアルカリ度)
スケールの除去

①
②

振動、応力の原因を取り除く。
ウォーターハンマー対策を行う。

①
②フレキシブルジョイント

の割れ

振動・繰り返し応力による疲労破壊

対策及び注意点

腐食による漏れ
水質によるステンレスの局部腐食

グランド漏れ

グランドナットのトルク管理不備
(製造管理不足)

配管作業ではゴミ付着に注意してください。
配管内の洗浄が終わるまでバルブは全開で検査
してください。
端末治具として使用する場合は、NJCまたはNJBを
セットして使用してください。

①
②

③

２００２年２月、グランドナットが緩み漏れ。現場対応は
グランドナットを増し締めし、漏れの処置をした。
設備用バルブはＯリングを追加した。

①

②

弁体が下りない

鋳物の欠け(製造管理不足)

ボール弁 グランド漏れ

グランドナットの緩み
ハンドル交換時のナット締め付け不足

ゲート弁

シート漏れ
異物噛み

洗浄前にバルブを開閉させ、
異物を噛み込んだ



１３．ゴムパッキンについて（ＨＮＢＲ・ＮＪＳＲ）

１）ナイスジョイントゴムパッキンの材質・種類
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２）ナイスジョイント用ゴムパッキンの仕様及び使用範囲
※使用可否は漏れの有無での判断です。

  ただし、条件により使用できない場合がありますのでお問い合わせください。（パイプメーカーにも別途使用可否のご確認をお願いいたします。）

可否 条件 可否 条件
給水 ● ●
給湯 ● 100℃以下 (80℃以上はNJSRを推奨) ●
蒸気・蒸気還管・高温水 × ● 80℃～180℃ ゲートバルブを除くバルブはMAX150℃まで使用可能
冷温水・冷却水 ● ●
エア ● 常温 ● 常温
Ro水 ● 常温 ● 常温
純水・超純水 × ● 常温
オゾン水 (10ppm以下) × ● 常温
重油 × ● 常温
軽油 ● 常温 ● 常温
灯油 ● 常温 ● 常温
食用油 (なたね油・大豆油) ● 常温 ● 高温
ブレーキオイル ● 常温 － 自動車工場で採用
エンジンオイル ● 常温 ● 高温
アミン・pH調整剤 － ●
尿素 (濃度35%以下) ● 常温 －
アンモニア ● －
不凍液 (プロピレングリコール) ● － ブライン
不凍液 (エチレングリコール) ● ● ブライン
塩化エチレン × ●
酸化エチレン × ×
クエン酸 (濃度5～6%) ● －
窒素ガス ● 常温 ● 常温 1MPa未満
アルゴンガス ● 常温 ● 常温 1MPa未満
炭酸ガス ● 常温 ● 常温 1MPa未満
ヘリウムガス ● 常温 ● 常温 分子が小さく微量漏れリスク有。
水素ガス (窒素ガスとの混合) ● 常温 ● 常温 水素5%以下に限る。分子が小さく微量漏れリスク有。
アルカリ電解水 (pH10～12) ● 常温 －
過酸化水素水 ● 常温 ● 常温 オキシドール

●：使用可　×：使用不可　－：未検討

流体名 備考
水素化ニトリルゴム　HNBR 特殊ふっ素ゴム　NJSR(特殊FKM)
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３）水素化ニトリルゴム（ＨＮＢＲ）ゴムパッキンの特長

①ナイスジョイントのゴムパッキンは、より過酷な条件のもとでロングライフ性、耐熱

性、耐摩耗性を要求されることから、標準品として水素化ニトリルゴム （ＨＮＢＲ）

を使用しています。

②圧縮永久ひずみ

 ゴムをガスケットとして使用する場合、材料の物性が変化しないことが条件で特 

に圧縮永久ひずみが小さいものが好ましい。図に示す通りＨＮＢＲはＥＰＤＭより

５％程度圧縮永久ひずみが小さく、その分長期にわたりシール性が保持できる。
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ゴムパッキンの寿命は圧縮率３０％としたとき、圧縮永久ひずみ６０％になるまでの時間

とします。圧縮永久ひずみ６０％とは残留ひずみ１８％復元率１２％であり、復元率１２％

によりシ－ル効果が得られます。

テストピースの場合
（規格：ＪＩＳ Ｋ ６２６２）

ゴムパッキン断面の場合

４）圧縮永久ひずみ、残留ひずみ及び復元率図解
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温度と熱老化寿命推定（安全率：４）

寿命推定

ゴム材料は各種温度で長時間熱老化

及び自然老化の試験を行ったとき伸び

は単純に減少していることから、一般的

に伸びがある数値まで低下したときを寿

命としてアルレニウスの式で寿命推定を

行っている。しかし管継手のガスケット

のように圧縮してシール機能を持たせる

場合、残留ひずみによる応力緩和が重

要な特性であるため、圧縮永久ひずみ

による寿命推定を行う。

また、ゴムパッキンの寿命は圧縮３０％

としたとき、圧縮永久ひずみ６０％になる

までの時間とする。圧縮永久ひずみ６０

％とは、残留ひずみ１８％復元率１２％

であり、復元率１２％によりシール効果

が得られる。
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①製作寸法：１３～１００Ｓｕの１０サイズ

用途：蒸気・蒸気還管・高温水

用途：純水
検査機関：（財）化学物質評価研究機構にて

電気伝導度＝０．０２ ｍＳ／ｍ ＝０．２μＳ/ｃｍ

用途：オゾン水
試験機関：（財）化学物質評価研究機構

②蒸気・蒸気還管・高温水用ゴムパッキンの開発経緯

お客様より要望のあった蒸気還管に使用できるメカニカル継手用の

特殊ゴムパッキンを２００２年より研究・開発し２００５年１月より販売を

開始いたしました。

蒸気還管は１２０℃の高温になるため、１００℃以下対応のメカニカル

継手では使用できず、溶接工法又はねじ込み継手による施工がされ

ていました。

鉄管では腐食が早く問題が発生しているとの要望に応えました。

腐食の発生原因は重炭酸イオンが分解して炭酸イオンと二酸化炭素

を生成し、一旦蒸発した後復水に再溶解して炭酸を生じて微酸性下で

腐食を促進します。

５）ＮＪＳＲ（特殊ふっ素ゴムパッキン）の特長と用途

③継手の識別
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④ＮＪＳＲの蒸気配管による実体試験

 １６０～１８０℃の蒸気配管に、ＮＪＳＲのナイスジョイント継手を組み込み、

 ８～１０時間／日稼働試験を実施中で、漏れは発生していません。

 １年２か月稼働させた、継手から５０Ｓｕゴムパッキンを抜き取り、硬度（ＩＲＨＤ）

 と形状を測定しました。

 【結果】

 硬度：７１（新品７０）

 硬度の変化も小さく、断面形状も大きなひずみはありませんでした。

１年２か月経過品（５０Ｓｕ断面形状）
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⑤実体による促進劣化試験

 図の様に、ナイスジョイント内部を水で満たした配管を恒温槽に入れ、

 １８０℃で２２９日間加熱する。恒温槽から取り出し、継手に０．０２ＭＰａと

 ２ＭＰａの水圧を２分間加えて漏れがないか確認しました。

 【結果】

 漏れ、その他の異常は発生しませんでした。 

試験配管図
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⑥熱老化寿命推定（安全率１０）

 ゴムの圧縮永久ひずみ率から求めた、寿命推定は、１８０℃で６．６年と

 推測されます。（グラフ参照）

注）ナイスジョイント用ボールバルブは１５０℃まで使用可能となります。

（ＮＪＸ－６７０ゲートバルブ使用不可）

詳細はＯＮＫ製品総合価格表の

蒸気・蒸気還管・高温水用ナイスジョイント定価表をご確認ください。
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１年 ２年 ３年解放試験継手使用分 ４年

Ｊ－７１５ 25Ａ 1
ＮＪＦＭ 25×25Ａ 2
ＮＪ３ＲＴＦ 30×25×3/4Ｂ 1
ＮＪＴ 30 1
ＮＪＲＥ 40×30 1

ＮＪＲＥ 40×30 1

ＮＪＲＥ 40×30 1

ＮＪ９０Ｅ 40 1

ＮＪＲＥ 50×40 1
ＮＪＲＥ 60×50 1
ＮＪ９０Ｅ 60 1
ＮＪ３ＲＴ 60×50×20 1
ＮＪＲＳ 50×25 1
ＮＪ９０Ｅ 20 1
ＮＪＲＳ 60×20 2
ＮＪＲＥ 30×25 2
ＮＪＲＥ 25×20 1
ＮＪＴ 20 1

合計 21

５年 ８年

配管写真Ａ

１０年

配管写真Ｂ 継手・バルブ使用明細

２００５年６月～２０１５年６月まで実際にボイラー配管に組込、実体試験実施

温度：１５０ ±１０℃ （温度測定用の熱電対を取り付けています）

２０１７年７月から温度：１７０ ±１０℃で実施

⑦ＮＪＳＲボイラー配管による蒸気試験（１０年経過試験結果）の全体写真
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Sheet1

		

				社内蒸気配管に使用しているオーエヌ製品 シャナイジョウキハイカンシヨウセイヒン

				試験期間：2005年6月15日～ シケンキカンネンガツニチ

				Ｊ－７１５		25Ａ		1

				ＮＪＦＭ		25×25Ａ		2

				ＮＪ３ＲＴＦ		30×25×3/4Ｂ		1

				ＮＪＴ		30		1

				ＮＪＲＥ		40×30		1

				ＮＪＲＥ		40×30		1

				ＮＪＲＥ		40×30		1

				ＮＪ９０Ｅ		40		1

				ＮＪＲＥ		50×40		1

				ＮＪＲＥ		60×50		1

				ＮＪ９０Ｅ		60		1

				ＮＪ３ＲＴ		60×50×20		1

				ＮＪＲＳ		50×25		1

				ＮＪ９０Ｅ		20		1

				ＮＪＲＳ		60×20		2

				ＮＪＲＥ		30×25		2

				ＮＪＲＥ		25×20		1

				ＮＪＴ		20		1

						合計 ゴウケイ		21





Sheet2

		





Sheet3

		







６）ＨＮＢＲとＮＪＳＲの超純水浸せき試験結果

試験結果１．綿棒による黒粉付着量評価

２０１１年空・衛学会（名古屋大学）にて発表されまし

た。

①試験機関：（財）化学物質評価研究機構にて
試験報告書Ｎｏ．２４２－１０－Ａ－０４０７ ２０１０年８月１７日

②試験液：超純水
電気伝導度＝０．０２ｍＳ／ｍ（ミリジーメンス）

                    ＝０．２μＳ／ｃｍ（マイクロジーメンス）

③処理温度：２０℃、６０℃、８０℃

④処理時間：３００時間

[参考] 理論純水 電機抵抗率：１８×１０⁶，電機伝導率０．５５６μＳ／ｃｍ

①ＨＮＢＲ

②ＮＪＳＲ
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試験結果２．浸せき水の有機体炭素（ＴＯＣ）測定

ＮＪＳＲは有機体炭素（ＴＯＣ）は不検出

①ＨＮＢＲ

②ＮＪＳＲ
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試験結果３．浸せき水中の有機成分の分析

①ＨＮＢＲ

②ＮＪＳＲ
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試験結果４．浸漬水中のイオンクロマトグラフによる陰イオンの分析

ＨＮＢＲ・ＮＪＳＲ共に陰イオンは不検出でした。
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７）ＨＮＢＲとＮＪＳＲのオゾン水浸せき試験結果

①試験機関：（財）化学物質評価研究機構
②試験条件

１）供試材４種類
   ＮＪ用水素化ニトリルゴム（ＨＮＢＲ）

一般的なエチレンプロピレンゴム（ＥＰＤＭ）
      ＪＦジョイント用ブチルゴム（ＩＩＲ）

ナイスジョイント用特殊ふっ素ゴム（ＮＪＳＲ）
２）上記４種類のゴムを流水状態のオゾン水に暴露する。

  ３）オゾン水発生器
エコデザイン製ＥＤ－ＯＷ－８－ＣＥＲＩ

  ４）原料水：水道水
  ５）原料ガス：酸素（グレード３ ９９．９ｖｏｌ．％）  
  ６）溶存オゾン濃度：１ｍｇ／Ｌ・５ｍｇ／Ｌ・１０ｍｇ／Ｌ 
  ７）処理温度：２５±２℃

８）流量：２５０±２５ｃｃ／ｍｉｎ． 
  ９）処理時間：１０日間・２０日間
１０）試験片数：１種類のゴムについて
      ダンベル状６号形 ４枚

２０ｍｍ×２０ｍｍ×２ｍｍ 平板 ３枚

２０１２年空・衛学会（北海道大学で開催）にて発表されました。
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③試験装置

オゾン水浸せき処理装置実験略図

図１ オゾン水浸せき処理装置
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試験菌
試験液１ｍｌあたりの生菌数測定結果

開始時 １０秒後 ６０秒後

大腸菌
（Ｏ－１５７）

３．７×１０5 検出せず 検出せず

サルモネラ ８．９×１０5 検出せず 検出せず

黄色ブドウ球菌 １．４×１０6 検出せず 検出せず

腸炎ビブリオ １．０×１０6 検出せず 検出せず

試験条件：水温１９℃ 溶存オゾン濃度０．５８ｐｐｍ

資料：オゾン水生成装置メーカーホームページより引用

④参考

 １）オゾン水による殺菌効果事例

２）オゾン水の利点

    オゾン水は、有機物の分解力が高く、塩素を使用する殺菌の場合に

複合汚染として生ずるトリハロメタン等の生成が無く、安全性が高い。
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⑤試験結果

１）綿棒による黒粉付着量評価

ＮＪＳＲ １０ｍｇ／Ｌ ２０日間

表１

黒粉付着評価 ランク ＨＮＢＲ １０ｍｇ／Ｌ ２０日間

NJSR特殊ふっ素ゴム
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⑥試験結果のまとめ（ＨＮＢＲ）

試験項目 結 果

黒粉付着量
オゾン濃度及び処理時間によらず、表面には多量の黒粉が
付着していた。

ＳＥＭ
（電子顕微鏡）
観察

各オゾン濃度ともに表面には数ｍｍ程度の微小孔が多数発
生し、オゾン濃度が上昇するに伴い表面にひび割れが認めら
れた。

デュロメータ硬さ 殆ど変化しなかった。

国際ゴム硬さ 殆ど変化しなかった。

引張試験
破断時伸び、１００％引張応力に顕著な変化は認められな
かった。引張強さは僅かに低下する傾向が認められた。

ＦＴ－ＩＲによる
表面の劣化分析

オゾン水処理後表面では、ゴム中のポリマー成分が減少した。
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⑦試験結果のまとめ（ＮＪＳＲ）

試験項目 結 果

黒粉付着量
オゾン濃度及び処理時間によらず、表面に僅かに付着してい
た。

ＳＥＭ
（電子顕微鏡）
観察

微小孔が発生したが、オゾン濃度の上昇や処理時間の経過
に依存して、大きさや数が増大する傾向は殆ど認められない。
また、オゾン水処理による表面の形態変化は他試料と比べる
と穏やかで、最もオゾン水処理の影響が小さい。

デュロメータ硬さ 殆ど変化しなかった。

国際ゴム硬さ やや低下する傾向を示した。

引張試験
引張強さ、破断時伸びは処理時間の経過に伴い僅かに増加
する傾向を示した。

ＦＴ－ＩＲによる
表面の劣化分析

表面では共架橋剤に基づく架橋構造が変化した。
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１４．ステンレス鋼鋼管と銅管の比較 Ｎｏ．１／３

項目 条件
ステンレス配管

拡管式管継手「ナイスジョイント NJ-X」
銅配管             

ロウ付け接合

仕様

性能

使用範囲
給水・給湯・冷温水・冷却水など。埋
設配管、水質の悪い場合などはＳＵ
Ｓ３１６を推奨。

給水・給湯・冷温水など。水質の悪
い場合などは耐孔食銅管(内面スズ
めっき、スズ合金）を使用。

流量

呼び径 外径 内径 *管の流量 呼び径 外径 内径 *管の流量

Su mm mm L／min B mm mm L／min

13 15.88 14.28 7 1/2 15.88 14.46 6

20 22.22 20.22 16 3/4 22.20 20.61 15

25 28.58 26.58 34 １ 28.60 26.80 30

30 34.0 31.6 53 － － － －

40 42.7 40.3 101 11/4 34.90 32.79 51

50 48.6 46.2 144 11/2 41.30 38.80 79

60 60.5 57.5 257 ２ 54.00 51.04 160

75 76.3 73.3 486 ２1/2 66.70 63.38 265

80 89.1 85.1 683 ３ 79.40 75.72 380

100 114.3 110.3 1,147 ４ 104.80 99.96 660

銅管に比べ口径のサイズダウンが可能 銅管Ｍタイプを掲載

流速
３．５ｍ／s以下で使用できる。
※「ステンレス協会資料より」

１．５ｍ／s以下で使用。それ以上は
エロージョンで還管などで腐食が発
生しやすい。
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ステンレス鋼鋼管と銅管の比較 Ｎｏ．２／３

項目 条件
ステンレス配管

拡管式管継手「ナイスジョイント NJ-X」
銅配管

ロウ付け接合

パイプの切断 バンドソーなど パイプカッター、切断機など

パイプの加工
拡管機が必要
作業容易、時間短縮可能

切断時の直角度と接合前の加熱に
時間が必要

施工

接合

・パイプレンチにてラチェットナットと
継手を締め込む

・現場施工、プレハブ施工とも可能
・枝管など角度変更、継手の取り外

しが容易

・ロウ付け溶接作業で技術と熟練
を要する

・径が大きくなるとロウ付け作業
に時間を要する

・メカニカル継手も使用されている

継手の再利用
拡管式ナイスジョイントは、レイアウト
変更などで継手の組み替えができ継
手の再利用が可能

銅管はロウ付けした場合には継手、
パイプの再利用は困難

リニューアルの
施工

火気を使用しないので安全
火気を使用するため、火災の危険
性がある

施工確認 締め込み状態を目視で確認 溶接状態が目視で確認し難い

洗浄 油を使用しないため、洗浄容易 油を使用しないため、洗浄容易
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項目 条件
ステンレス配管

拡管式管継手「ナイスジョイント NJ-X」
銅配管

ロウ付け接合

ライフ
サイクル

温度 ２５℃ ７０℃ ８０℃

給水で約３０年
給湯で１５～２０年

耐用年数 １００年 ８０年 ４０年

用途

給水
給湯

冷温水
給湯

資料はステンレス協会配管ガイドより

ステンレス鋼鋼管と銅管の比較 Ｎｏ．３／３

管の流量はヘーゼン・ウィリアム方式を用い、ステンレスは流速２ｍ／ｓ、銅管は１．４ｍ／ｓ

を上限とし、摩擦損失４５ｍｍＡｑ／ｍ以下の計算値とした。

引用文献：ステンレス協会「建築用ステンレス配管マニュアル」・「配管ガイド」

               日本銅センター「水道用銅管ホームページ」

住友軽金属「配管用銅管技術資料」より
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１）第一の説明
流速が高い方が腐食速度は高い。また、流路の断面積が急激に拡大したり、収縮
している場所の下流の境界層の再付着点では、物質移動速度が局部的に大きくな
るので、その場所に局部腐食が発生する。

２）第二の機構
流速が高くなると、流れのせん断力によって金属表面を覆う酸化皮膜が破壊される
と説明している。その場所では下地金属が直接、環境液にさらされるため腐食速度
が上昇して、そこに局部腐食が生じる。皮膜が破壊される速度は剥離速度と呼ば
れ、皮膜が強固であるほど大きくなる。たとえば、それが弱い銅では１ｍ／ｓ、最も
強い３０キュプロニッケルで３．６ｍ／ｓと報告されている。

３）第三の説明
局部腐食が生じるのは流速が極大になる箇所ではなくて、その下流側であることに
着目している。流速が極大になる箇所から少し下流の流れが減速される場所では、
表面のごく近傍で激しい乱れが発生している。具体的には流れの方向が前後左右
に変化する二次流れが発生している。主にこの乱れによって銅合金表面上の酸化
被膜が破壊され、下地金属が直接溶液にさらされて局部腐食が生じる。

（参考資料：ステンレス鋼便覧 第３版）

銅合金などに生じるエロージョン・コロージョン
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４）エロージョン・コロージョン対策

①銅合金のエロージョン・コロージョン対策

鉄イオンを注入して銅合金の酸化被膜を強化したり、銅合金の合金成分を

調整して強い被膜を形成させる、あるいは有機物の塗膜によって人工的に

強固な被膜をつくるなどの方法がとられている。

②他材質の選定

ステンレス鋼に関しては、その不動態被膜という３ｎｍ(１００万分の３ｍｍ程度)

くらいの薄い保護被膜は、銅合金のそれに比べて著しく薄いが強固であるので、

流速の影響を受けない。

また流れのせん断力や乱れによっても破壊されることはない。

したがって熱交換機などの通常の条件下では、ステンレス鋼やチタンにはこの種

のエロージョン・コロージョンは発生しないと考えられる。
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１５．メカニカル継手の要求事項

96

事項 備考

1
すっぽ抜けしない
大事故にならない

・拡管式は拡管しないと施工ができない
・すっぽ抜けのない継手

拡管式とプレス式、転造ねじ式は
使用場所が違う

2
リサイクルができる
再利用ができる

・レイアウト変更にも対応でき、
・継手のスクラップがない

プラスチックを使用しない継手が
好ましい

3
ライフサイクルが長い
長寿命

・ゴムパッキンが重要
・水質に問題は無いか

異種金属、プラスチックを使用しない
継手が好ましい

4
施工が簡単
軽く、火気を使用しない

・拡管、プレス、転造、ワンタッチなどがある
施工は簡単だが、必ず施工確認が
必要

5 施工ミスが起きない
・施工状態が目視で確認できること
・施工確認ができるか

完璧に施工しても数年で問題が
でない

6 手締めで漏れる継手
・ぼうず管は施工ができないこと
・施工できる継手のクレームが多い

メカニカル継手は、施工が不十分
では、すっぽ抜け、漏れ発生につながる

7 ナットが緩まない継手
・装置などの微振動、ウォーターハンマーに
・よってナットが緩まない

メカニカル継手は、施工が不十分
では、微振動などでナットが緩む

なにを要求されるか



発光分光分析機 ナイスジョイント自動化生産ライン

鋳造工場：ステンレスの鋳込み風景
出湯温度 １６００℃ 継手・バルブは全数圧力検査を実施

施工現場で漏れ０目標

新本社・工場：リークテスタ機

生産設備紹介

97



昭和53年(1978) ＊通産省技術改善補助金により継手を開発
昭和54年(1979) ＊ナット式ナイスジョイントの販売開始 １３Ｓｕ～６０Ｓｕ

 セパレート型拡管機ＮＥ４型 １３Ｓｕ～６０Ｓｕ
 一体型拡管機        ＮＥ５型 １３Ｓｕ～６０Ｓｕ

昭和59年(1984) ＊ステンレス協会で拡管式管継手のＷＧ発足
昭和61年(1986) ＊ステンレス協会規格 ＳＡＳ３５７拡管式の規格制定
昭和62年(1988) ＊ナット式ナイスジョイントの改造

 袋ナットの締め込み確認の青色の皿ワッシャを取り付け
＊ナイスジョイント用バルブの販売開始 ボール弁、ゲート弁

昭和63年(1989) ＊ＳＡＳ３２２一般配管用ステンレス鋼管の管継手性能基準の制定
 拡管式管継手（ナイスジョイント） 認定番号 第３２２０６号

平成元年(1989) ＊国土交通省共通仕様書に掲載(１３Ｓｕ～６０Ｓｕ)
平成  4年(1992) ＊フランジ式ナイスジョイントの販売開始 ７５Ｓｕ～１００Ｓｕ
平成12年(2000) ＊ナイスジョイント「３１６」シリーズの開発・販売開始 １３Ｓｕ～６０Ｓｕ

 お客様の要望により開発：特に地下埋設、水質の悪い地域に使用
平成14年(2002) ＊ポリスチレン保温材の開発・販売開始

 厨房、浴室、暗渠など湿気の多い場所に使用
＊ナイスジョイント本体にゴムパッキン脱落防止加工追加

平成15年(2003) ＊拡管式メカニカル形バルブ ＪＶ８－１バルブ工業会規格制定
 フランジ式、ねじ込み式の規格にメカニカル形の規格を追加

                          ＊充電式拡管機 ＮＥ３型 １３Ｓｕ～２５Ｓｕの開発・販売開始
                          ＊水道用波状ステンレス鋼管ＳＵＳ３１６製の販売開始

＊ステンレス鋼管用切断機の販売開始(外バリが出ない、内面リーマ付き)
＊加工公差を上げて、本締め時に青い色がより見えにくい構造とした。
＊ステンレス協会ＳＡＳ３２２－２００３の規格改訂 呼び圧力を10Kから20Kに変更

 ナイスジョイントの最高使用圧力を1MPaから2MPaに変更

１６．ナイスジョイント関連の履歴
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平成16年(2004)  ＊ＪＩＳ Ｇ ３４４８－２００４一般配管用ステンレス鋼管の規格改訂
              圧力１ＭＰａの撤廃、ＳＵＳ３１５の追加

平成17年(2005)  ＊蒸気還管・高温水用 １３０℃対応のゴムパッキン（ＮＪＳＲ）開発・販売開始
 ２００５年１月より販売開始 ２０Ｓｕ～６０Ｓｕ

＊ナット式拡管式管継手（ナイスジョイント） 認定番号 第３２２０６:０５号
  ナット・フランジ式拡管式管継手（ナイスジョイント） 認定番号 第３２２２１:０５号

平成18年(2006) ＊皿ワッシャの外径を小さくし、本締め時に青い色がより見えにくい構造とした。
平成21年(2009) ＊脱脂洗浄品の発売 (油分０．１ｐｐｍ対応)
平成22年(2010) ＊フランジ式ナイスジョイントの軽量型（軽わざ君）の販売開始 ７５Ｓｕ～１００Ｓｕ

＊蒸気還管・高温水用 １３０℃対応（ＮＪＳＲ）７５Ｓｕ～１００Ｓｕサイズ延長
＊７ＭＰａ対応のナイスジョイント１３Ｓｕ（細霧冷房など対応品）
＊日本消防安全センター消火設備に認定される。

平成25年(2013) ＊ＳＡＳ３２２－２０１３ の規格改訂 ゴムパッキンを解説から規格に変更
平成30年(2018) ＊蒸気・蒸気還管・高温水用 １５０℃に対応（ＮＪＳＲ）
平成31年(2019) ＊蒸気・蒸気還管・高温水用 １８０℃に対応（ＮＪＳＲ）※一部製品除く
令和  5年(2023) ＊ナイスジョイント NJ-X の販売開始

拡管式管継手（ナイスジョイント NJ-X） 認定番号 第３２２２９号
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昭和46年(1971) 屋内配管開発委員会設立－規格検討、耐食試験、実施配管試験開始される
昭和51年(1976) ＳＡＳ３０１ 水道用ステンレス鋼鋼管の制定

ＳＡＳ３０２ 屋内配管用ステンレス鋼鋼管の制定
メカニカル継手ワーキンググループが制定され継手の確性試験の検討

昭和51年(1976) ＳＡＳ３５１ はんだ式管継手の制定
昭和52年(1977) ＳＡＳ３５２ プレス式管継手の制定
昭和55年(1980) ＪＩＳ Ｇ ３４４８ 一般配管用ステンレス鋼管の制定

ＳＡＳ３５３ 圧縮式管継手の制定
昭和57年(1982) ＪＷＷＡ Ｇ １１５ 水道用ステンレス鋼管の制定

ＪＷＷＡ Ｇ １１６ 水道用ステンレス鋼管継手の制定
昭和58年(1983) ＳＡＳ３５５ ドレッサー型スナップリング式管継手の制定

ＳＡＳ３５６ グリップ式管継手の制定
昭和59年(1984) 拡管式管継手のＷＧ発足
昭和61年(1986) ＳＡＳ３５７ 拡管式管継手の制定
昭和63年(1988) ＳＡＳ３２２ 一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼管の管継手性能基準の制定
平成15年(2003) ＳＡＳ３２２－２００３ の規格改訂 呼び圧力を10Kから20Kに変更
平成25年(2013) ＳＡＳ３２２－２０１３ の規格改訂 ゴムパッキンを解説から規格に変更
平成26年(2014) ＳＡＳ３２２－２０１４ の規格改訂 ＥＰＤＭの耐塩素性能試験寸法規定

 浸出性能の判断基準を付属書に移行
平成28年(2016) ＳＡＳ３２２－２０１６ の規格改訂 高温水及び蒸気還管仕様ゴムパッキンの実体に

 よる促進劣化試験条件を明記

１７．ステンレス協会規格関連
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一般配管用ステンレス鋼鋼管の配管について

２０２１年 ９月版

資料作成：オーエヌ工業株式会社

101



一般配管用ステンレス配管のメリット
１．衛生的です。

鉄の腐食による赤水、銅イオン溶出による青水などの発生がないステンレス鋼製です。

２．軽量なので運搬や施工が楽に行えます。

耐食性が優れているため「腐食代」をとる必要がなく、また強度が高いため薄肉化が可能で、重量は炭素

鋼鋼管の約１／３で運搬および施工が楽です。

３．拡管作業がスピーディーです。

ねじ切り作業と比べると非常に短時間に加工ができます。

４．拡管式は独自の構造です。

１）引張・曲げ・耐震などに対して丈夫に設計しており、レイアウトの変更など継手の分解再利用が可能です。

２）袋ナットの締め込み状態が目視で確認でき、袋ナットの締め忘れ防止付きです。

３）パイプのすっぽ抜けがなく安心です。

※パイプを凸型に拡管し、袋ナットを抜け止めとしています。

４）拡管することでパイプの公差などが修正でき、ゴムパッキンの圧縮率などが均一な状態となります。

※パイプの公差は１％程度あり、管の大小が多少あります。

※拡管することで０．２ｍｍ以下に修正できます。また、多少の楕円の歪みも修正可能です。

５．火気・油類を使用せず施工でき安全です。

火気を使わず改修工事なども安全に作業が出来ます。また、油を使用しないので洗浄が大幅に

削減できます。

６．ステンレス鋼は環境にやさしく、長寿命で経済的です。

リサイクルに最も適した素材で、耐用年数(寿命推定)は建物の寿命に最も近い配管で長寿命です。
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一般配管用ステンレス配管のデメリット（注意点）
１．水質

ステンレス配管の耐食性は主に

温度、ｐＨ、残留塩素、塩化物イオン、Ｍアルカリ度、硫酸イオン等に影響されます。

特にｐＨが５以下（酸性の温泉水など）の場合、腐食の可能性があります。

上水から井戸水に水質を変更される場合は要注意です。

温泉・地下水は水質を調査してください。

２．溶接

現場溶接などはバックシールガス不足で腐食の原因となるので注意してください。

３．継手

施工は継手メーカーの施工マニュアルを遵守してください。

施工説明などを実施しています。

ゴムパッキンは温度により劣化があります。ゴムの選定は注意してください。

４．絶縁

「各種材質・部材との接続時の絶縁について（P.65,66）」を参考にしてください。

５．保温材

「ステンレス配管の保温材について（P.66）」を参考にしてください。
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１．ステンレス鋼の定義

１）ステンレス鋼（Stainless steel）は「不銹鋼」とも呼ばれ、文字通り「錆びない鋼」

または「錆びにくい鋼」と呼ばれている。日本工業規格の用語によると、ステンレ

ス鋼とは“耐食性を向上させる目的でＣｒ(クローム)またはＣｒとＮｉ(ニッケル)を含

有させた合金鋼で､一般にはＣｒ含有量が１０．５％以上の鋼をステンレスという”

と記述されている｡

２）ステンレス鋼の耐食性はその不動態特性によるといわれる。不動態被膜とは

「活性が強く酸素と反応して酸化物を作りやすい金属が、表面に薄く緻密で安定

な酸化皮膜を形成して環境と反応しにくくなり、耐食性が強くなる現象」をいう。

ステンレス鋼の表面は薄く緻密な酸化皮膜（不動態皮膜）で覆われており、傷を

付けても、直ちに環境中の酸素を利用して自己補修する利点を備えている。こ

の酸化皮膜の存在は、その厚さの測定など各種の実験で確認されており１００

万分の３mmくらいの薄い保護膜ができています。

ステンレス鋼の不動態皮膜の欠点は、水溶液中で塩化物イオン、臭化物イオン

などのハロゲンイオンのなかでも、特に地球上で多量に存在する塩化物イオン

により局部的に破壊されやすい特性で、その結果発生するのが、孔食、隙間腐食、

応力腐食割れなどの局部腐食である。

従いステンレス鋼の使用方法を正しく理解・認識して対処する事が重要なポイン

トとなる。
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２．ステンレス鋼の材質選定

１）ステンレスＳＵＳ３０４、ＳＵＳ３１６の材質選定

①土中埋設の注意点

 埋設配管にはＳＵＳ３１６による施工を推奨します。ＳＵＳ３０４で施工の場合は、

 必ず防食テープを１／２重ね１回巻きするか、ポリエチレンスリーブ等で配管

 を被覆してください。土壌状態が不明な場合は土壌調査を行ってください。

②水質確認を実施する

 井水を使用する場合や、次亜塩素酸ソーダ等による薬注をする場合は、

 過去に水質によるトラブル事例もあるので必ず水質確認を実施してください。

 材質の選定が不明な場合は水質調査後お問い合わせください。

ステンレス配管の耐食性は、主に温度、ｐＨ，残留塩素、塩化物イオン、

Ｍアルカリ度、硫酸イオン等に影響されます。

特にｐＨが５以下(酸性の温泉水など)の場合、腐食の可能性があります。
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材質 概略組成 性質及び用途

ＳＣＳ １３
１８Ｃｒ－８Ｎｉ

ステンレス鋼・耐熱鋼として最も広く使用。
食品設備、一般化学設備、原子力用。（ＳＵＳ３０４相当品）

ＳＣＳ １４
１８Ｃｒ－１２Ｎｉ－２．５Ｍｏ

海水を始め、各種媒質に３０４より優れた耐食性が
ある。耐孔食材料。（ＳＵＳ３１６相当品）

ＳＣＳ １６
１８Ｃｒ－１２Ｎｉ－２．５Ｍｏ－低Ｃ

ＳＣＳ１４の極低炭素鋼、耐粒界腐食性、耐孔食性を
もたせたもの。溶接後熱処理できない部品類。（ＳＵＳ３１６Ｌ相当品）

ＳＣＳ １９
１８Ｃｒ－９Ｎｉ－低Ｃ

ＳＣＳ１３の極低炭素鋼、耐粒界腐食性に優れる。
溶接後熱処理できない部品類。（ＳＵＳ３０４Ｌ相当品）

ＳＣＳ １１
２５Ｃｒ－４．５Ｎｉ－２Ｍｏ

二相組織を持ち、耐酸性、耐孔食性に優れ、かつ
高強度を持つ。非煙脱硫装置など。（ＳＵＳ３２９Ｊ１相当品）

ＳＣＳ １０
２２Ｃｒ－５Ｎｉ－３Ｍｏ－低Ｃ

硫化水素、炭酸ガス、塩化物などを含む環境に抵抗
性がある。
油井管、ケミカル・タンカー用材、各種化学装置など。（ＳＵＳ３２９Ｊ３Ｌ相当品）

耐熱鋼鋳鋼品 耐熱鋼 ＳＣＨ１３、ＳＣＨ２１、ＳＣＨ２２等の耐熱鋼。

２）ステンレス鋳鋼品の性質・用途
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給湯が最も多く、全体の４２．４%を示している

冷却水
16.7%

給湯
42.4%

その他

ステンレス鋼のトラブル事例
出典：ステンレス協会資料

Ⅰ．系統別の分類
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井水
8.9％

水道水
35.6％

その他

不明については、調査時に水質の区分をしていなかったもので大部分は

水道水である

Ⅱ．水質別の分類
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Ⅲ.現象別の分類

隙間腐食
14.4％

孔食
46.7％
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出典：ステンレス協会資料



３．ステンレス鋼の腐食について（一般的な腐食例の紹介）

１）全面腐食

  全面腐食は、金属材料が一般に強酸などにより全面にわたって腐食が進む場合を指している。

全面腐食が発生する場合は、腐食代として余分の肉厚を見込んでおく必要がある。

  腐食が全面腐食か、局部腐食かにより対策が変わるので注意する。

２）粒界腐食（局部腐食）

  粒界にクロム炭化物（Ｃｒ２３Ｃ６）の析出により、粒界部が腐食する。

  クロム炭化物は耐腐食性がそこなわれ結晶粒界に沿って腐食が

  進行し粒界腐食となる。

３）応力腐食割れ（局部腐食）

  ＳＣＣとも表現されるが、引張応力などにより結晶部が割れる現象で

  ある。これは不動態被膜の損傷によるが、一般的には塩化物を含む

  水環境で事例が多い。特にステンレス（ＳＵＳ３０４・ＳＵＳ３１６）は

  塩化物イオン濃度、残留塩素濃度によっては腐食領域となるので

  注意する。淡水化装置の配管など塩分の多い場合は

  ＳＵＳ３２９Ｊ４Ｌ（ＳＣＳ１０）などの二相ステンレスを推奨いたします。

塩化物イオン（Cl-）とは？

  ⇒塩化物で海水などに多く含まれている塩分のことです。
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４）孔食と隙間腐食（局部腐食）

形態および機構は、特にその発生過程において多少の相違はあるものの腐食の成長過程

においてはほとんど同一である。

  金属の表面に孔（ピンホールと呼ばれる）ができ、その内部に腐食が進行する現象である。

  傷、異物など微小な（不動態皮膜の損傷による）腐食により隙間内溶液中の酸素が消費され、

すきま内とすきま外の金属表面との間で酸素濃淡電池が形成され腐食が起こる。

  隙間が０～０．１ｍｍ以下の場合起こりやすい。金属同士の隙間腐食は起こりやすく、

ゴムと金属の隙間腐食は起こりにくい。

隙間腐食事例

遊離残留塩素 ０．３～０．６ｍｇ／ｌ

水素イオンｐＨ ６．４～７．８（２０℃～２３℃） 

塩化物イオン ２２．７～３６．５ｍｇ／ｌ

硫酸イオン   —ｍｇ／ｌ

硬度 ４６～５１．８ｍｇ／ｌ

孔食事例スポット溶接隙間
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４．ステンレス鋼の溶接の影響

１）板厚が２ｍｍ以下の溶接パイプなど

溶接パイプは板を曲げ端部をＴＩＧ溶接されるが、この場合は冷却が早いため

鋭敏化の影響は受けにくく通常はＪＩＳ Ｇ ３４４８などのパイプは固溶化熱処理

はしない。ただし、波状管など応力の発生している場合は光輝熱処理を実施する。

ステンレスの鋭敏化とは

ステンレスの鋭敏化は、金属が５００℃から９００℃の範囲で長時間保持された

場合に発生し粒界にクロム炭化物（Ｃｒ２３Ｃ６）が形成される。

 （参照は図４．６オーステナイトステンレス鋭敏化の組織分類Ｃ６）

２）３ｍｍ以上のパイプ、鋳造品

溶接部はＴＩＧ溶接、アーク溶接などがされるが肉厚のため冷却が遅いため

鋭敏化されやすい。この場合は固溶化熱処理が必要となる。固溶化熱処理

のできない場合はローカーボンのＳＵＳ３１６Ｌ（ＳＣＳ１６）、ＳＵＳ３０４Ｌ（ＳＣＳ１９） 

材などを使用し鋭敏化を防ぐ対策が必要となる。

Ｌ材はＣが少なく（０．０３％以下）溶接による熱影響部のクロム炭化物の発生は

微少である。
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５．オーステナイトステンレス鋼の熱処理

１）固溶化熱処理

  ＪＩＳ Ｇ ５１２１では１０３０℃～１１５０℃の範囲で実施される。実施時間は製品の

  肉厚により異なり、１インチあたり通常１時間の保持時間とし、その後急冷する。

  急冷は通常水、液体窒素などが使用される。

  （１８－８ステンレスの変態点は９８０℃であり１０３０℃以上で固溶化し急冷する。）

①ステンレス鋳造で鋳型に溶湯（約１６００℃）を鋳込んだ状態はＡｓ Ｃａｓｔで固溶化熱処理を

 実施すればＣ１～Ｃ３のように粒界の析出物は無くなる。

 Ｃ４は析出物が中量以上で熱処理不足か熱処理をされていない状態である。

 Ｃ５、Ｃ６は連続して粒界が続いており組織が鋭敏化された状態である。

②薄板、パイプなども油分が付いていれば、加炭され、耐食性が劣るので注意を要する。
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残留塩素濃度と自然電位の関係

残留塩素濃度でステンレスの自然電位は変わる

ステンレス協会資料より
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残留塩素と自然電位の関係早見表

残留塩素（ClO￣）とは 

塩素ガスを水に溶かすと、水と反応し次亜塩素酸と塩酸が発生する。更に次亜塩素酸の一部は

次亜塩素酸イオンと水素イオンとに解離する。次亜塩素酸と次亜塩素酸イオンは遊離残留塩素と

呼ばれる。

その強い酸化力で微生物やウイルスなど病原生物の細胞膜や細胞壁を破壊し、殺菌または消毒の

効果がある。水道法第22条では遊離残留塩素を０．１ｍｇ／ｌ以上保持するよう規定されている。

ステンレス協会資料より
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電気温水器の環境で昇温時の残留塩素量を測定したデータ

昇温開始時に残留塩素濃度が０．６ｐｐｍであったものが、昇温過程中に減少し、温度５０℃では

０．３ｐｐｍと５０％の低下、温度８０℃の時点では約０．２ｐｐｍと６７％低下し、８０℃で約２０分

保持されると０．１ｐｐｍと昇温開始時の濃度と比較すると８３％低下している。

ステンレス協会資料より
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自然電位と塩化物イオンの関係 自然電位で塩化物イオン濃度

による腐食発生領域を推測する

腐食領域

耐食領域

ステンレス協会資料より
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実環境を推定した腐食発生限界水質区分図の策定 Ｎｏ．１／２

給水配管

３０４・３１６

空調配管

３０４・３１６

３０４ ３１６

３０４ ３１６

ステンレス協会資料より
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給湯配管

３０４・３１６

実環境を推定した腐食発生限界水質区分図の策定 Ｎｏ．２／２

設定条件 給水用途（２０℃） 給湯用途（６０℃） 空調用途（６０℃）

B 補給水の残留塩素濃度（ｐｐｍ） １．０ １．０ １．０

C 循環水の残留塩素残存率 ８５％ １０％ ２％

D 配管系内水量に対する補給水の比率 ６０％ ６０％ ５％

E 補給水の残留塩素残存率 ９５％ ６０％ ６０％

A 配管内の残留塩素計算値（ｐｐｍ） ０．９１ ０．４０ ０．０５

残留塩素減少率 ９％ ６０％ ９５％

自然電位の短時間応答率 ７０％ ９０％ ９０％

配管自然電位計算値(V,SCE) ０．３４０ ０．２８９ ０．１４５

各用途における配管内残留塩素および自然電位の推定

３１６３０４

ステンレス協会資料より

給水・給湯・空調用途の推定をして腐食発生限界水質区分図を作成しました
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メカニカル継手に関する水質基準 Ｎｏ．１／２

給水配管

Ｍアルカリ度

７５ｍｇ／Ｌ以下

３０４・３１６

給水配管

Ｍアルカリ度

７５～５００ｍｇ／Ｌ

３０４・３１６

３０４ ３１６
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メカニカル継手に関する水質基準 Ｎｏ．２／２

給湯配管

Ｍアルカリ度

７５ｍｇ／Ｌ以下

３０４・３１６

給湯配管

Ｍアルカリ度

７５～５００ｍｇ／Ｌ

３０４・３１６

３０４ ３１６
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給湯環境における円周溶接部の孔食発生電位

溶接Bは現場溶接などでバックシールガス不足の状態で腐食の原因となる。

残留塩素が高くなると自然電位が高くなり、それに伴って腐食発生領域は拡大し

腐食しやすくなります。

また溶接Aは溶接Bに比べ、腐食発生電位が高く腐食しにくいです。

10 10 2 10 3

0

- 0 . 2

0. 2

0. 4

0. 6

電
位

（
Ｖ
，

Ｓ
Ｃ

Ｅ
）

0. 8

10 10 2 10 3

1. 0

Ｃｌ-（ｐｐｍ） Ｃｌ-（ｐｐｍ）

溶接Ａ 溶接Ｂ

316

SCR

316

SCR

304 304

給湯環境の自然電位

上水上限値

自然電位と塩化物イオンの関係
（温度：６０℃）
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酸化スケール有
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ステンレス配管のプレハブ加工の事例

バーリング加工 グルーブ加工

管端つば出し加工 転造リング加工

ステンレス協会資料より
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ガス

アルゴン溶接の事例（通常ＴＩＧ溶接と呼びます）

裏波をしっかり出して、白い肌を出します。

現場溶接だとバックシールドや検査など管理が困難です。

（原則は工場溶接とする）

ステンレス加工管の溶接について

ＴＩＧ溶接部はアルゴンガスを使用し、ステンレス鋼管溶接部内面は、

酸化防止のために、アルゴンガスでバックシールドを行う必要がある。

なお、アルゴンガスの他に、ＳＵＳ３０４、ＳＵＳ３１５Ｊ１、ＳＵＳ３１５Ｊ２、

及びＳＵＳ３１６等オーステナイト系ステンレス鋼を溶接する場合には、

窒素ガスを使用できる。

（機械設備工事監理指針に掲載）

ステンレス協会資料より
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溶接例

パイプ内面

パイプ外面

溶接の裏波は正常・バックシールドガスの不足で不合格品

ステンレス協会資料より
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パイプ内面

パイプ外面

溶接例
合格品

ステンレス協会資料より
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海水中における金属の自然電位列の事例

ガルバニック腐食の出ない電位差の目安は０．２V以内です

参 考 例

ステンレス協会資料より
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腐食の原理

電流は（＋）から（－）に、イオンは（－）から（＋）に

異種金属の接触によって起こるガルバニック腐食とは

一般的に電位の異なる金属を水等の電解溶液中で接触させた時、

より電位の卑な金属が腐食する現象をガルバニック腐食と呼んでいます。
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各種材質との接続時の絶縁について

＊１：〇は絶縁処理不要、×は絶縁処理必要。
＊２：ねじ切りライニング管を含む。
＊３：冷却水、冷温水の密閉式でも、現在の設備では補給水が必須のため。
＊４：乾式は、放水後完全に水が抜けきれていない事例があり、この場合酸素の供給があるため、

 ガルバニック腐食の可能性がある。湿式は、定期的に開放検査による水の入替えが行われ、
 酸素の供給があるためガルバニック腐食の可能性がある。

＊５：伸銅協会の研究結果によれば、青銅と同じ扱いが可能。但し、伸銅協会技術標準ＪＢＭＡＴ３０３
（ＪＩＳ Ｈ ３２５０の付属書Ｂに相当する）に規定する、第一種に適合する耐脱亜鉛腐食黄銅とする 
（但し、使用温度は６０℃以下）。

＊６：ライニング管またはコーティング管のフランジタイプは、樹脂と同等とする。
参考文献：建築設備配管系でのガルバニック腐食とその防止に関する研究 日本建築学会計画系論文集 第４８７号 ｐ５１－６０ １９９６

注）

各種材質・部材との関係（ステンレス鋼管との接続の場合）

鉄*2 銅 黄銅 耐脱亜鉛腐食黄銅*5 青銅 アルミニウム 樹脂*6 ステンレス

給 水 管 × ○ × ○ ○ × ○ ○
給 湯 管 × ○ × ○ ○ × ○ ○
冷 却 水 管 *3 × ○ × ○ ○ × ○ ○
冷 温 水 管 *3 × ○ × ○ ○ × ○ ○
消 火 管 *4 × ○ × ○ ○ × ○ ○

接　続　相　手　の　材　質
用　　途

ステンレス協会資料より
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Sheet1

				呼び径 ヨ ケイ		異常の有無 イジョウ ウム		試験条件 シケン ジョウケン						呼び径 ヨ ケイ		6.5Mpa10分間保持したときの フン カン ホジ		破壊圧力 ハカイ アツリョク		異常の状態 イジョウ ジョウタイ

				(Su)				試験圧力 シケン アツリョク		サイクル数 スウ				(Su)		異常の有無 イジョウ ウム		(MPa)

				13		異常無し イジョウ ナ		0→10.5MPa→0		100,002回 カイ				13		無 ナ		37		抜け出しまたは漏れ ヌ ダ モ





Sheet2

				用　　途				接　続　相　手　の　材　質

								鉄*2		銅		黄銅		耐脱亜鉛腐食黄銅*5 フショク		青銅		アルミニウム		樹脂*6		ステンレス

				給水管				×		○		×		○		○		×		○		○

				給湯管				×		○		×		○		○		×		○		○

				冷却水管		*3		×		○		×		○		○		×		○		○

				冷温水管		*3		×		○		×		○		○		×		○		○

				消火管		*4		×		○		×		○		○		×		○		○







絶縁フランジ、絶縁ユニオンの事例

ユニオンねじ

（ 可鍛鋳鉄　）

亜鉛めっき鋼管

ガスケット

（ 耐熱ゴム等　）

ユニオンナット

（ 可鍛鋳鉄　）

絶縁材

（ 合成樹脂　）

（ ステンレス鋼　）

ステンレス鋼管短管付ユニオンつば

ステンレス鋼鋼管と異種管とが電気的に絶縁されている場合は、絶縁部にフランジ接合、

絶縁ユニオンなど絶縁継手を使用します。

フランジ前後の絶縁抵抗値が１ＭΩ以上のものとしています。(製品の実測値は１００ＭΩ)
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保温材はハロゲンイオン（塩化物イオン、

臭素イオン、ヨウ素イオン）が極力含まない

ものを使用し、塩化物イオンとナトリウム・

けい酸イオンの許容範囲は右図を参照し

適切な保温材を使用してください。

結露水を想定した応力腐食試験

 脱イオン水を用い各種保温材の応力腐食割れ試験を実施した。

 実験条件は、７０℃に加熱したパイプ上にＵ字型の鋭敏化熱処理したＳＵＳ３０４試験片をセット

 し、曲面に各種保温材を接触させ、保温材と試験片の界面に脱イオン水（蒸留水）を滴下し

 （２５０ｍℓ／ｄａｙ）、９日間後のさびの発生状況と顕微鏡観察により応力腐食割れの発生有無を

 確認した。結露水では腐食は発生しなかった。

ステンレス協会資料よりステンレス配管の保温材について
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